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1 はじめに

1.1 火山噴火予知調査について

1998年から 4年間にわたり明神礁，福徳岡ノ場，

三宅島，南日吉ibJ山について毎年1ヶ月庁つやっ活動状

況の把握と火山噴火予知の基礎資料を得るために火

111 噴火f知調斉を実施した（第l凶）．この火山噴

火f知調査の手法の1つである特殊搭載艇「マンボ

ウIIjによる海底火IiI調査の成果について紹介す

る．

1.2 7ンボウIIの概要

調査で使用した特殊嬉栽艇「マンボウIIJ （写真

l ）は担lj量船「昭洋jの2号艇Eして， 1998年3月

に測量船！昭洋J（写真2）と同時に竣工した．要目

は全長9.6m，総トン数5.4トン，速力10ノット，航

続距離約200海里である．

iRH立機はトリンブ／レ社製DSMPro型でDGPS

も使用可能である．測深機はOdom社製エコート

ラック MkII型前j深機ていある．無人航行による証明位

担1］深の他に採水作業， XBT観測を実施することが

できる．

2 明神礁での調査

2.1 明神礁について

明者jl礁は，青ヶ島の南南東約65kmのN31'54.5' 

El40。00.9＇にあり，ヘヨネ スタl岩が近傍にある．

1952～ 1953年にかけて大爆発を伴う治発な海底噴火
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活動があり，この活動では水路部のiHIJ量船「第五海

洋丸jがi豊難した（当’真3) .このため明神除を中

心とした半径lOi紅里の範jlijは海底火山危険灰域に指

定された．

その後も噴火を繰り返したが1970年 1～6月の噴

火を最後に変色水域の存在は観測されたものの噴火

活動は鋭部I）きれていない．

1993年6月に旧「昭洋jと初代の自航式プイ「マ

ンボウJ（写真4）で実施した測量の結果は，最J先部

のノk深l土22.5mであった．（土出ほか1999)

2.2 調査の概要

明神憾の調査は1998年6月26日から 7月1日まで

の6II roll, 9月1日から23日の23日間及び1999年1

月25Rから 2月1日の 8日間で実地した その内

「マンボウIIlによる調査は 9月12FIから13Rと1

月28日の3臼問実施した．

社ill線は明！<Ill議から半f子3海阜の範囲を包含するよ

うに南北方向に測線間隔1i毎黒（約1,852m），束尚

方向へj別総間隔0.2i1*里（約370m）で設定した（第

2図）．

2.3 調査結果

明神礁は高根礁を中心とする明神礁カルデラの外

輪illに存在することが確認された．最浅部の水深は

50mであった（第 3' 4肉）．

活動状況は，明神礁山頂及び付近から若干の気泡

が湧出しているのをi別深記録から確認することがで

きた．

2.4 成果

「7 ンボウIIJを用いた調査によって明神燃の詳

細な海底地）肢を測量し噴火地点の正確な位置を特定

することができた．また火111活動の現f在の状況を解

明した．その結果， 1952年以来海叙lに記載されてい

た海底活火山危険I天域は1999年8月の海図改版！時に

削除された

3 福徳間ノ場での調査

3.1 福徳岡ノ場について

福徳1：司ノ場は雨硫黄島の北東 5kmのN24'17.0', 

El41°29. l’にある．しばしば海！氏火IIi l＇活動がありこ

れまで3同新島を形1＆したがいずれも海没した（土
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出ほか1999）.最近では1986年1月に長径600m高さ

15mの新島を形成する噴火活動があった. 1972年の

定期観測以来ほほ常時変色水域を観測している．

3.2 認査の概婆

調去は1999年6月25Uから 7月14Flまでの前期E

7月23日から26Uまで及び7月30日から 8fl 6日ま

での後期で実施した．この内「マンボウIIJによる

調査は7月6LIから 7日の1日間で実施した．前l深

夜域は福徳岡ノ場のlf1心から半径 Ii年黒（約1,852

m）を包含する N24'18.2', E141'30.0’と N24。16.0’，

El41'27 .5’で囲まれる海域とした．社II）深区域全域の

担lj線は南北方向lこO.li年里（約185m）間隔に設定し，

if 1心付近の24'17.5',141'28.3’と24'16.7’， 141°29.3' 

で図まれる海域で東附方向，雨，clt)jl古！のそれぞれの

il!IJ線間隔を0.05海里（約93m）となるように設定し

た．また最浅水深付近では南北方向に測線開隔を

0.005海里（約9m）とした（第5図）．

3.3 調査結果

福徳岡ノ場は北東 南西方向に長111を持つ惰円形

台ftlr！止の地形であることが判明した（第6, 7関）．

また活動状況は，活発な火山活動は認められないこ

とが確認できた．

4 三宅島での調査

4.1 三宅島について

三宅島l立直径約8kmのほほ自円形をした玄武有質の

二重式成層火山で， iiI休の基底は海面下約300mまで

のび南北方向に主執がある．山頃噴火のほか山腹

～付近海底での害ljj'L1:1噴火がよく見られる. 111肢噴

火にl祭しては海岸地域で激しい水蒸気爆発が起こり

やすい（土出ほか1999),

2000年6月に海底及びtit山山頂で噴火活動を開始

し現在（200l!fll月）もなお活動中である（第8凶）．

4.2 調査の概要

2000sμ 6月26IIに三宅島の火山活動が活発化した

ため，急、；虫第凶次大陸棚調去を変更して 6月26日か

ら7月lSRまで各種調去を実施した．この内「7 ン

ボウIIJによる調去は， 6月27・28日及び7月17Fl 

の3日間採水及びXB’r観測を無人航行で実施し
た．
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写真1 特殊搭載艇 fマンボウIIJ
Photo. 1 Autonomous survey boat, Manbo II. 

写真2 測量船「昭洋」
Photo. 2 Survey vessel, Shoyo. 

i"' 

写真3 )JllJ量鉛［第五海洋丸」
Photo目3 Survey vessel, No.5 Kaiyo-maru. 
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写真4 白航式ブイ fマンボウj
Photo. 4 Autonomous survey vehicle, Manbo. 
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第2図 日月神礁のマンボウII航跡図
Fig. 2 Track lines of the Manbo II on the Myojin・
sho submarine volcano. 
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Fig. 3 Three-dimensional view of the Myojin-sho submarine volcano. 

第4図 マンボウIIによる明神礁3次元表示図

Fig. 4 Three-dimensional view of the Myojin-sho submarine volcano obtained with the 
Manbo II. 
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第5図福徳岡ノ場のマンボウII航跡図
Fig. 5 Track lines of the Manbo II on the 印刷to・

ku-okanoba submarine volcano. 

6月27Flには， 三宅島西方の海底噴火地点小.J"近海

域のN34'05.44’， E139'27. 92’で採水，及びN34・

05.44’，E139・27.96’でXBT観測を実施した．翌28日

には N34。05.83’， E139。27.24’で採水，及びN34・

05.49’，E139・27.94’でXBT観測ljを実施した． また 7
月17日には， 三宅島北方約7.4kmのN34。11.20’，

El39・33.00’の地点において採水及びXBT観測を
実施した．
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4.3 調査結果

変色水域で採水した 6月27日及び28円の試料は，

当庁へリコフヲーで水路部へ託送し分析した．7月

17 Flの試料も当庁ヘリ コプターてつlく路部へ託送し分

析した．また 「昭洋j船上でも簡易分析を行った．

分析の結果， 6月27Liの試料のみ火山性成分が検

出された．

5 南日吉海山での調査

5.1 南日吉海山について

南H吉海山は，南硫黄島の南東約90kmのN21。

29.8’， El41・56.4’にあり，慣習名としてU吉川1ノ場
ともH乎lまれる．

火 111活動は， 1975年に海底噴火を起こし，

1976～1978年までは変色水域が観測されていたが，

1979年から現在に至るまで変’色水域等の火山活動は

観測されていない（土出ほか1999).

5.2 調査の概要

雨日吉海山全域の調査は， 2001年8月1日から23

Uまでの23日間で実施し，このうち「マンボウH」

による調査は火山活動状況の確認の為，全調査に先

立つ8月3Liから4日の2日間て咳訪面した．

測線間隔は，南日吉海山火円 （最浅部）を中心と

面画面画面亘
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Fig. 6 Three-dimensional view of the Fukutoku-ol<anoba submarine volcano. 
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第7図 マンボウIIによる福徳岡ノ場3次元表示図
Fig. 7 Three-dimensional view of the Fukutoku-okanoba submarine volcano 

obtained with the Manbo fl survey. 
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Fig. 8 Three-dimensional view of near the Miyake-jima. 

した直径1.5海里（約2,778 m）を含む海域を東西方

向に0.1海里（約185m）間隔，最i支部付ー近海域では

東西方向に0.002海盟（約4m）間隔で実施した（第

9図）．「マンボウIIJによる調査の結果，変色水及

び気泡の湧出等の活発な火山活動は認められなかっ

たため， 「昭洋JSea Beamによる火日周辺部の海

底地形調査を実施し詳細な海底地形テー タを取得す

ることができた．なお「昭洋Jの淑lj線間隔は， 0.5

海里（約926111）間隔で実施した（第10図）．
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第9図南白吉海山のマンボウII航跡図
Fig. 9 Track lines of the Manbo II on the Minami 

-Hiyoshi seamount. 
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第10凶南日吉海山のSeaBeam航跡図

Fig.10 Track lines of the SeaBeam 2112 on S/V 

Shoyo on the Minami-Hiyoshi seamount. 
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第11図南日吉海山3次元表示図

Fig.11 Three-dimensional view of the Minami-Hiyoshi Seamount. The bathymetric 

data were obtained with the SeaBeam 2112 on S/V Shoyo. 
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第12図 Sea Beamによる 3次元表示図

Fig.12 Three-dimensional view of the top of the seamount. The bathymetric 

data were obtained with the SeaBeam 2112 on S/V Shoyo. 
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第13図 マンボウIIによる 3次元表示図

Fig.13 Three-dimensional view of the top of the seamount. The bathymetric 

data were obtained by the Manbo II. 

5.3 調査結果

南H古海山には山頂の火口の北西方向にずれて形

成された火n丘が存在することが確認され，測得最

浅水深は99111であった（第11図）．

また今回の調査ではl司じ海域を「マンボウII」

「昭洋Jそれぞれで測深できたので海底地形データ

の比較ができた（第12,13図）．

Sea Beamでiffl］深した昭洋のデータからは微細な

海底地形を判別できるが， 「マンボウHJのデータ

は微地形の判読は昭洋のデータに劣るが，海底地形

の概要はn？：洋のSeaBeamの結果と；盛色がないこ

とが解った．

5.4 成果

南U吉海111の位置を特定しj究所の存在及び活発な

火山j古動がないことを確認することができたため，

昭洋のSeaBeamで詳細な海底地形を調査するこ

とができた．

6 まとめ

これまで海底噴火等の火山活動の危険性があるた

め測量船を航行するこ とのできない海域の地形測量

写真5 高性能特殊測量艇「じんぺいJ
Photo. 5 Autonomous high-tech survey boat, 

Jinbei. 

や採水及びXBT観測を，「マンボウIIjを用いる

ことによって安全かつ確実に実施することができ

た．とれにより今まで未知の領域であった海底火山

付近の海底地形等を解明するこ とができた．これは

火山噴火予知にとって大きな進歩である．

現在「マンボウH」の改良型ともいえる高性能測

量挺 「じんぺいjが建造中である（写真5）.「じん

ぺいjは2002年2月に測景船「拓洋J搭載される予
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定である．大きな改良点は， ＇？） レチビ ム調I）深機の

搭載により面的な海底地形の把握が可能となること

である．これは未i郡深幅の減少により詳細かつ正確

な海成地形の解明ができるとともに，測線数の減少

により調査時間の短縮するため迅速に調査を実施で

きる．

2002年は北福徳堆の調査を無人調査艇により実施

する予定である．

最後に現場調査に従事していただいた測最船「昭

洋J乗組員の皆様をはじめご協力を頂いた関係者の

背様に感謝する．
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